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平成１２年版通商白書説明会を開催�
�
　経済のグローバル化が進展する
中で、沖縄経済の国際化について
検討するための一助として、去る７月
７日に、平成１２年版通商白書説明会
を開催しました。�
　同説明会では、通商産業省通商
調査室の立花調査員が白書の概要
について説明を行い、約４０名の出席
者が熱心に聴講しました。�
　なお、説明の要旨は以下のとおり。�
・昨年の世界経済は、米国経済の持
続的な拡大、欧州経済の堅調維持、
東アジアの急回復により回復が広が
った。�
・グローバル経済は、情報化、途上国
の役割の拡大、ＮＧＯ活動の活発化
などにより、多様性が深まる一方で緊
密度を増し、変化が加速している。�
・世界各地域では地域統合が、関税
措置のみならず、経済諸政策の領域
にも深化し、地域範囲の拡大、さらに
は地域統合間の連携という新たな動
きも活発化している。�
・今日の通商政策に求められている
のは、こうしたグローバル経済の実態
に即応する多面的な取組み・柔軟な
対応力である。�
・米国などの制度・市場の相乗的革
新の過程は依然続いており、我が国
の経済構造改革や規制改革を粘り
強く進める必要がある。�
・グローバル化を日本経済活性化の
チャンスとして積極的に活用すること
が有益である。�

WTO農業交渉に関する意見を聞く会�

　沖縄総合事務局が主催する「WTO
農業交渉に関する意見を聞く会」が、
8月22日（火）に沖縄県庁において
開催されました。農林水産省から経
済局国際経済課谷村総括補佐が招
かれ、また県、市町村、農業団体、消
費者団体、食品産業団体等の多く
の参加者が集まり、意見交換が行わ
れました。�
　この「意見を聞く会」は、本年6月
から、各地方農政局をブロック単位と
して、WTO農業交渉に関して、農業
者のみならず消費者、食品産業等の
国民各界各層から幅広い意見を聞く
ため開催されているものです。�
　冒頭宮本農林水産部長のあいさ
つの後、谷村総括補佐から日本の交
渉提案に関して説明があり、その後
参加者との意見交換がありました。�
　消費者団体からは、遺伝子組換え
食品に関して、表示の義務付けと国
際ルール化、分別流通が可能となる
ような仕組みを考えて欲しいとの要
望がありました。�
　谷村総括補佐からは、「日本は農
業の有する多面的機能を主張した
い。」との発言がありました。�
　意見交換は1時間半にわたり、活
発な議論が交わされました。�

通商産業部� 農林水産部�

工業等開発地区及び観光振興地域を指定�

　沖縄開発庁長官は、沖縄県知事から指定申請のあった

工業等開発地区及び観光振興地域について、沖縄振興

開発審議会の議及び関係行政機関の長との協議を経て、

平成１２年８月１４日に工業等開発地区として豊見城村を、

観光振興地域として宜野湾市の宜野湾西海岸地域を指

定しました。�

　工業等開発地区は、県内で糸満市など１１の市町村が

指定されており、今回の指定は１２番目となります。豊見城

村では、産業用地及び住宅用地として、豊崎（豊見城村地

先）の埋立工事が進んでおり、来年度からは一部の土地

について分譲が開始されることになっています。�

　また、観光振興地域は、昨年の１２月１７日に海洋博公園

地域など８地域が初めて指定されており、宜野湾西海岸地

域は９カ所目の地域となります。宜野湾西海岸地域は、沖

縄コンベンションセンタ－を中心にした宜野湾市大山、真

志喜の一部及び字宇地泊と、それらの地域に接する海浜

地の地先となっています。�

　指定された工業等開発地区及び観光振興地域では、そ

れぞれに税制上、金融上の優遇措置が講じられていること

から、工業等開発地区においては製造業等が、また、観光

振興地域においては観光関連産業の立地が促進されるも

のと期待されています。�

中川秀直沖縄開発庁長官・�
青木幹雄前沖縄開発庁長官来沖�

　中川秀直沖縄開発庁長官が７月７日から８日の日程で

青木前沖縄開発庁長官、白保沖縄開発総括政務次官と

ともに就任後初来沖し、沖縄本島各地の現状を視察され

ました。７日午後には職員への訓示がありましたので紹介

します。�

　青木前長官は、「在任中の約９ケ月の間に沖縄のサミ

ットをお決めいただいた小渕総理がお亡くなりになる不幸

なこともあったが、基地の問題では移転先が決まるという

一つの大きな進展をあげることができた。今度は外から中

川新長官が仕事がしやすいように、いろいろな面で協力し

て沖縄の振興の為に頑張ろうと考えている」と述べられま

した。�

　中川長官は、「沖縄にとって極めて重要な時期に当職

を担うことになり、責任の重さを痛感している。沖縄問題は

新内閣においても、国政上の引き続き重要課題であり、沖

縄県の方々のご意見を十分に伺い、基地問題の解決の

推進はもとより、沖縄の振興開発を所管する立場から、沖

縄の特性を生かした振興開発政策を積極展開したい。青

木前長官を始めとする歴代長官の沖縄に対する熱い思

いを引き継ぎ、沖縄県民の皆様と喜びも悲しみも分かち合

って、一体となってこの沖縄問題の解決のために全力を

尽くす覚悟である」と述べられました。�

総  務  部�財  務  部�

局の動き�

財政金融講演会開催�

　去る8月23日沖縄総合事務局財

務部主催による財政金融講演会が

那覇市のメルパルク沖縄において行

われ、産業界、金融・保険業界、行政

機関、婦人団体などから約100人が

出席しました。�

　講師には大蔵省主税局国際租税

課長の杉江潤氏を迎え、「国際課税

を巡る諸問題」について講演を行い

ました。杉江氏は講演の中で、７月に

取りまとめられた政府の税制調査会

の中間答申の「21世紀に向けた税

制の現状と課題」について説明し、

少子・高齢化や人口の減少の状況

など財政を取り巻く構造変化の状況

を話し、所得税、法人税など国内の

税制度を諸外国と比較しながら、今

後の税制の方向性について説明し

ました。�

　また、経済活動の国際的なグロー

バル化の進展の中で、国民生活での

メリットもあるがタックスヘイブン（租

税回避）の機会も増えていると説明

したほか、OECD（経済協力開発機構）

で論議されている「有害な税の競争」

についても説明がありました。�

　聴講した方々からは、「今後の税

制の方向性が理解できた」、「外国

との諸比較が参考になった」等の感

想が寄せられました。�

豊見城村地先埋立地�

宜野湾西海岸地域�
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「土砂災害防止講習会」を開催�

　去る６月２７日、２５０名の参加者

を集めて「土砂災害防止講習会」

が開催されました。�

　講習会では池谷浩氏（（財）砂防・

地すべり技術センター顧問、建設

省前砂防部長）から「最近の土砂

災害の特徴とその対策」と題して

特別講演があり、続いて、栗原建

設省傾斜地保全課課長補佐から「土

砂災害防止法」の説明、沖縄県か

ら地すべり災害の現場報告と防災

関係の報告が行われました。�

　特別講演ではスライドを用いた

土石流の説明や「この５００年の間

に沖縄の人口が２６倍(日本全体で

は１３倍)と増加し、危ない箇所にも

人が住むようになった」といった説

明に、熱心に聞き入る姿が見られま

した。�

　また、平成１３年４月１日から施行

される「土砂災害防止法」につい

ても活発な質疑が行われました。�

「道路をまもる月間」・「道の日」の行事�

　「道路をまもる月間」は、道路

の正しい利用と道路愛護思想の

普及の徹底を図り、安全で快適

な道路環境を保持する目的で、毎

年８月に全国的に運動を実施し

ています。�

　今年も「道路をまもる月間」沖

縄地方推進協議会（会長：沖縄

総合事務局長、構成：県内各道

路管理者）は、「道路をまもる月

間」、及び8月10日の「道の日」

の趣旨に沿い、テレビ、ラジオ、新

聞による広報活動をはじめ、パレ

ット久茂地前広場等県内各地で

各種行事を実施し、道路の正し

い利用と道路愛護思想の普及に

努めました。�

開発建設部� 運  輸  部�

海へ帰ろう「海の旬間」の実施�

　運輸部では、今年も7月20日から7

月31日までの間「海へ帰ろう」をテー

マに「海の旬間」を実施しました。こ

の「海の旬間」は、海の多面的な利用、

海洋環境の保全、海上の安全確保

等について、広く県民の関心と理解

を深めることを目的としています。�

　例年は7月20日から31日の間に行

われていますが、本年は先進国首脳

会議が沖縄で開催されたため、一部

行事が8月に入って実施されました。�

　7月28日の「海の日」海事功労者

表彰式典では、海事関係の各分野

において活躍されてきた方 を々表彰

しました。�

　そのほか、期間中次のような多彩

な行事を実施しました。�

�

●7月20日�

県内各港における汽笛の一斉吹鳴�

●7月26日�

一日船長「ミス那覇」任命式�

●7月29日～8月5日�

海の絵画コンクール作品展示会及

び船の模型展示会�

●8月13日�

親子ふれあいクル ージング（かりゆし

おきなわ）�

●訪船指導等�
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世
界
主
要
八
カ
国（
Ｇ
８
）の
首
脳
が

集
う
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
が
終
わ
っ
て
は
や
二

カ
月
。あ
れ
ほ
ど
大
騒
ぎ
を
し
た
の
に
、

も
う
遠
い
出
来
事
の
よ
う
に
思
え
る
。サ

ミ
ッ
ト
取
材
は
充
実
し
、刺
激
的
で
、楽
し

め
た
が
、苦
労
も
あ
っ
た
。�

�

　「
沖
縄
を
世
界
に
発
信
し
た
。大
成

功
だ
っ
た
」。過
剰
と
感
じ
さ
せ
る
警
備
、

交
通
規
制
。サ
ミ
ッ
ト一
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ

れ
る
息
苦
し
さ
な
ど
の
異
論
が
あ
り
な

が
ら
大
方
の
評
価
は
、肯
定
的
だ
。多
彩

な
交
流
行
事
に
は
若
者
、子
ど
も
た
ち

が
参
加
し
、大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。各
国

の
反
応
も
よ
く
、確
か
に
交
流
行
事
は
成

功
し
た
。し
か
し
、県
庁
内
で「
百
点
満

点
だ
っ
た
。コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
と

し
て
飛
躍
し
た
い
」な
ど
と
聞
く
と
、ち

ょっ
と
待
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。�

　
世
界
か
ら
マ
ス
コ
ミ
が
押
し
寄
せ
る
サ

ミ
ッ
ト
取
材
は
、報
道
規
制
が
か
か
る
。首

脳
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
、日
程
を

円
滑
に
進
め
る
に
は
、自
由
勝
手
に
取
材

で
き
な
い
。だ
か
ら
こ
そ
事
前
に
取
材
態

勢
を
決
め
、混
乱
が
起
き
な
い
よ
う
に
調

整
す
る
こ
と
を
受
け
入
れ
て
き
た
。と
こ

ろ
が
県
庁
は
、事
前
に
首
脳
の
日
程
を
明

ら
か
に
し
な
い
。取
材
ポ
イ
ン
ト
や
人
員

の
調
整
に
手
間
取
る
。一
向
に
定
ま
ら
な

い
県
側
の
対
応
に
悩
ま
さ
れ
、振
り
回
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
続
出
し
た
。地
方
自
治
体

が
、サ
ミ
ッ
ト
首
脳
会
合
を
仕
切
る
の
は

初
め
て
の
経
験
だ
。あ
ま
り
責
め
る
の
は

酷
な
気
も
す
る
が
、こ
れ
か
ら
も
万
国
津

梁
館
を
世
界
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

と
し
て
売
り
出
そ
う
と
す
る
な
ら
、何
が

足
り
な
か
っ
た
の
か
、反
省
が
あ
っ
て
も
い

い
。�

　
七
月
二
十
一
日
未
明
、県
庁
五
階
に

あ
る
県
政
記
者
ク
ラ
ブ
は
異
様
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
い
た
。ク
リ
ン
ト
ン
米
大

統
領
の「
平
和
の
礎
」訪
問
が
午
前
に
は

始
ま
る
。そ
れ
な
の
に
取
材
要
領
が
固
ま

ら
な
い
。交
流
行
事
の
最
大
の
目
玉
は
、

「
平
和
の
礎
」訪
問
だ
。各
社
は
可
能
な

範
囲
で
、目
い
っ
ぱ
い
の
態
勢
を
組
み
、報

道
し
た
い
。と
こ
ろ
が「
平
和
の
礎
」式
典

の
内
容
が
分
か
ら
な
い
。広
報
担
当
の
サ

ミ
ッ
ト
推
進
事
務
局
次
長
は
も
う
帰
っ
た

と
い
う
。県
サ
ミ
ッ
ト
推
進
事
務
局
が
報

道
規
制
を
か
け
る
以
上
、報
道
陣
に
は

情
報
を
提
供
す
る
義
務
が
生
じ
る
。担

当
官
に
や
っ
と
連
絡
が
と
れ
て
説
明
に
来

た
が
、ま
る
で
要
領
を
得
な
い
。「
な
ぜ
言

え
な
い
の
か
」。思
わ
ず
言
葉
が
き
つ
く

な
る
。�

　
結
局
、米
側
と
の
折
衝
に
忙
殺
さ
れ

て
い
た
山
田
文
比
古
サ
ミ
ッ
ト
推
進
事
務

局
長
を
呼
び
出
し
、よ
う
や
く
式
典
の

輪
郭
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。県
側
と
の

調
整
が
終
わ
っ
た
の
が
午
前
四
時
。各
社

が
ペ
ン
と
カ
メ
ラ
各
一
人
を
送
り
込
み
、

そ
れ
以
外
の
取
材
要
員
は
テ
ン
ト
に
待

機
し
、ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
が
飛
び
立
っ
た

後
に
フ
リ
ー
に
取
材
す
る
段
取
り
が
決

ま
っ
た
。と
こ
ろ
が
実
際
は
、規
制
が
あ
い

ま
い
な
ま
ま
で
終
わ
っ
た
。い
っ
た
い
直
前

ま
で
の
取
材
調
整
は
何
だ
っ
た
の
か
。�

　
二
日
目
、ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
県
主
催

の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
。首
脳
が
首
里
城
の

夕
食
会
に
向
か
っ
た
後
、参
加
者
か
ら
感

想
を
聞
く
た
め
各
社
の
記
者
が
ホ
テ
ル

内
に
待
機
す
る
こ
と
で
県
側
と
調
整
し

た
は
ず
な
の
に
、取
材
に
行
く
と
ホ
テ
ル

内
に
入
る
こ
と
を
拒
ま
れ
た
。言
い
出
せ

ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
県
の
広
報
体
制
は

最
低
レ
ベ
ル
の
水
準
だ
っ
た
。�

　
サ
ミ
ッ
ト
後
、万
国
津
梁
館
が
三
日
間

一
般
公
開
さ
れ
、六
万
六
千
人
が
訪
れ
た
。

付
近
の
道
路
は
大
渋
滞
す
る
ほ
ど
の
人

気
だ
っ
た
。そ
の
後
公
開
は
さ
れ
て
い
な

い
が
、見
学
し
た
い
と
申
し
込
め
ば
、身
近

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。万
国
津
梁
館
ツ

ア
ー
を
組
み
た
い
旅
行
社
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
が
相
次
ぎ
、サ
ミ
ッ
ト
効
果
は
あ
な

ど
れ
な
い
。来
年
に
は
サ
ミ
ッ
ト
記
念
館

を
併
設
し
、首
脳
会
合
に
使
わ
れ
た
調

度
品
な
ど
を
陳
列
す
る
と
い
う
。サ
ミ
ッ

ト
は
大
変
な
資
産
を
沖
縄
に
残
し
た
。

無
駄
遣
い
と
言
わ
れ
な
い
た
め
に
も
ど

ん
欲
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。そ
の
た
め
に

は
広
報
・
宣
伝
活
動
こ
そ
が
肝
心
で
あ
る
。�
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